
使用が禁止されている違法薬物は、１回だけの使用でも「薬物乱用」といい、犯罪です。違法薬

物は、所持しているだけでも罪になります。

【大麻】 【MDMA】 【覚醒剤】 【危険ドラッグ】

いずれの薬物も、心身へ脳へ作用して心身へ大きな悪影響をもたらします。薬物を乱用

すると、「感情のコントロールがきかなくなる・意欲がなくなる・怒りっぽくなる」など、

心身の発達が損なわれてしまいます。さらに、一度ダメージを受けた脳は、決して元の状

態には戻りません。その悪影響は、一生涯ついて回ります。

「大麻は依存症になりにくい」という間違ったイメージのせいで気軽に大麻に手を出し

てしまい、もっと強い刺激を求めてほかの薬物に移行するケースが後を絶ちません。

大麻を乱用すると、集中力がなくなる・情緒が不安定に

なる・知能が低下するなどの悪影響があります。

～毎年 ６ 月 ・ ７ 月 は 、 薬物乱用防止広報強化期間 です～

乱用される薬物の例

大麻…ハッパ／グラス／チョコ／野菜

覚醒剤…シャブ／エス／スピード／アイス／氷

MDMA …エクスタシー／バツ「×」「罰」／タマ
その他…アンパン、クラック、スノウ など

違法薬物は

様々な名前で

呼ばれています。

心身が未完成な若い世代

の脳は、大麻の影響を受

けやすく、将来にわたっ

て「大麻精神病」と呼ば

れるような精神症状が出

てしまうこともあります。

大麻依存症になると、自分のお

金も時間もすべて薬物のために

使ってしまうことに。そして、

日本で依存症の治療ができる医

療機関はとても少なく、特効薬

もないのです。


